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「
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屯
の
中
の
鳥
」
と
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葉
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新
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御
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に
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蹴
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κ."同志社創立130周年記念行事

2005年11月29日、学校法人同志社は創立130周年を迎えました。

様々な記念行事・事業の中から、主な行事を特集グラビアとしてこ紹介します。

ていしょおの人め

新作能「庭上梅」を初演

a1月26日、寒梅館ハーディーホール。本文28頁参照)


